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199　　　 　 繰 り返 し臍帯血流遮 断に 対す る 羊胎

仔血 清 ア デ ノ シ ン の 適 応機 構 の 破綻

200　　　　 羊水中肝細胞増殖 因子 の 胎児肺形成に

　 対する影響 に つ い て

日 本 医大 、Loma 　 Li皿da大学 ※

　瑾 谷　潔 、 澤　倫太郎、米山芳雄、進　純郎、

　荒木　勤、 G ．　 G ．　 Po 胃 er ※

名古屋 大

板倉敦夫、古郡和 徳、久野 尚彦、森川 重彦、

倉内　修、水谷栄彦、友 田　豊

【目的】ア デ ノ シ ン は低酸 素症 、虚 iflE症 に お い て

産生 が 促進 され る ATP の 分解 産物 で あ る 。 我 々 は

既に 妊 娠ヤ ギ を用い て 間欠 的臍帯圧迫 モ デ ル を作

成 し、胎仔 血 中 ア デ ノ シ ン 濃度が ア シ ド
ー

シ ス に

対応 し有意 に 上 昇 す る こ と を報告 し た。今 回、さ

ら に 繰 り返 し臍 帯圧迫 を追 加 し胎仔 血 中 ア デ ノ シ

ン 濃度 の 変 化 に っ き検 討 した。

【方法 】  妊娠羊 （GA121 〜128 目 ；n ・8 ） の 胎

仔頚動 静脈 に カテ
ー一

テ ル を 挿入 、臍 帯 に オ ク ル

ダ
ー一

を装着 した 。   オ ク ル 　ダ ーに よ り1但流を 王

分間遮 断 、 2分 間開放 を 2  回繰 り返 し （1 時問）

実験的に 高炭酸血症、ア シ デ ミア を 作成 した 。遮

断終 r後 1 時間 を 回復 期 と し、引 き続 き臍 帯 1無流

遮断を同様に 施行 し た 。  コ ン トロ
ール （C ）初

回遮断 20同終 了 直後 （10 ）回復期 1 時間後 （1

R ） 2 「可目 遮 断終 了 直 後 （20 ）回 復期 1 時 間後

（2R ） に 胎仔 血清 ア デ ノ シ ン 濃度 、　 pH 、1価夜ガ

ス
、 乳酸値を測定 した 。   測定値は 全て mcan ＋

SEN で 示 し統計解析 に は ANOBA を用 い p く 0，05を

統計的有 意 と した。

【結果】  胎仔血清ア デ ノ シ ン 濃度は （C ） 0．86
＋e．05μM，（10 ） 1．48±0．15μM．（1R ） LO2 ±

0．07μM，　 （20 ） Li5 ＋0．08μM，（2R ） 0．88＋

0．06幽 と な り （C ） に 比 べ （10 ） で は 有 意 に 上

昇 した （p〈O．OO1 ）。 
一

方 で lR に 比 し 20 で

の 有意 な上 昇は 認 あ ら れ なか っ た （p−0．382 ） 。

【結 論】 ア デ ノ シ ン は 血管 を拡張 し酸 素消 費 を抑

制す る こ と で 組織 の 低 酸素症 や虚 血症 に 適 応 して

い る 。 今回 2 回日の 悶欠的臍帯圧迫時に胎仔旺il清

ア デ ノ シ ン 濃 度 の 上昇 を認 めず 、そ の 代償 メ カ ニ

ズ ム が 破 綻す る可 能性 が 示 唆 され た 。

【目 的】肝細胞増殖 因子（HGF ＞は上皮細胞の mit 。gen

の み な ら ず、m 。togen，morph 。gen で あるとされて お

り、胎児の 発育 に 不可欠なサ イ トカ イ ン で ある 。 妊

娠中期の 羊水中 に は卵膜か ら分泌され、きわめ て 高

濃度 の HGF が存在する こ とが報告 され て お り、羊

水が 胎児肺 の 発育 に不 可 欠 で あ る こ とか ら、肺形成

に HGF が 関与 して い る 可能性が推察 される。そ こ

で羊水 HGF の 胎児肺形成に 対する影響 を検討する

た め に 以 下 の 実験 を行っ た 。

【方法】  妊娠 27 週 の 羊水過多症妊婦の排液 した

羊水を胎仔肺胞 H型細胞〔AK
．D 　cel1）に添加培養 し、

そ の 細 胞 運動 性を Boyden 　chamber に よ る scatter

assay に よっ て 測定 した。  胎児肺 の 発達 の程度に

よ っ て 妊娠週数 を 4 期に 分類 し、そ れ ぞれ の 羊水を

添加 した ときの 肺胞 ll型細 胞 の 運 動性 の 有 無を

scatter 　assay に よ っ て 調 べ た 。 な お これ らの 羊水は

患者同意 の 上 で 使用 した ．【成績】  こ の羊水の添

加 に よ っ て 肺 胞 叮 型細 胞 は 、620cell／mm2 （4h

incubation）と強い 運動性を示 し、 羊水の濃度依存性

に 作用 した 。さ ら に 方向性を確認する checkerboard

analysis で は羊水方向へ の 運動性 を示 し、抗 HGF

抗体の 添加に よ っ て こ れ らの 運動性は消失 した。 

胎児肺胞構造が まだ み ら れ な い 腺様期お よ び解剖

学的に も機能的に も完成 され る肺胞期 後期 の 羊水

に は 【nDt 。gen 作用 は な か っ た が 、管腔期、肺胞期前

期 の 羊水は、肺胞 ll型細胞 に対 して 強力 な motogen

作用を有し て い た 。 【結論】胎児肺の 発達 に応 じて 、

羊水は HGF に よ る肺胞 且型細胞に対する motegen

作用 を有 して い た 。 妊娠中期の胎児肺形成に羊水

HGF が 不可欠な因子 で あ る こ と が 示唆 さ れ た 。
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